
本日は、私たちが二十歳を迎えた者として第
一歩を踏み出すにあたり、このような盛大な会
を催していただき、誠にありがとうございます。
夢にまで見た大人になった実感はまだ湧きま

せんが、私は私らしく、自由に歳を重ねていきた
いと思います。
泉大津市といえば「毛布」、「だんじり祭り」、

「人情あふれる町」など、それぞれに想いがある
と思いますが、私は「ちょうどいい」まちだと思い
ます。先日、東京を訪れた時、人であふれかえり、

息が詰まるような雰囲気がありました。私は都
会すぎず、田舎すぎない「ちょうどいい」まちの
泉大津市が大好きなのだと実感しました。
大学や専門学校で目標に向かって努力してい

る人、社会の一員として世に出ている人、それぞ
れ立場は違いますが、泉大津市を思う心は同じ
はずです。
私たち、一人一人が泉大津市の特産物となり、

日本中、さらには世界中に羽ばたいていくこと
を誓い、代表者挨拶とさせていただきます。

1月9日に市立総合体育館で二十歳のつどいが行われました。今年も新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、入り
口での検温や手指消毒の徹底、密集を避けるためのライブ配信や2部制での開催、ドローンを使った記念写真の撮影など対
策を講じました。
当日は644人が参加し、それぞれの想いを胸に、二十歳の門出を迎えました。 問合 スポーツ青少年課

松
まつもと

本 秀
しゅうま

磨さん出席者代表挨拶（一部抜粋要約）

A B

EDC

市民レポーター　A  nom　 B  羽田野　 C  髙橋　D  小山　 E  山本

誠風・小津中学校区
正午～午後1時

第二部第二部

い。これからの社会を生き抜くためには、情報リテ
ラシーを高めることが必要です。今日の式をきっか
けにしてください。
最後に、市制施行90周年・100周年のときは、皆さんが中心となり泉

大津市を盛り上げて欲しいと思います。自分たちのまちは自分たちで
作るという、育ったまちに愛着や誇りを持ってください。
結びに、皆さんが健康で元気にご活躍されることを心からご祈念申

し上げます。

市長　南出 賢一
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A

本日の二十歳のつどいを、このまちでともに
過ごした皆さんとともに迎えることができ、大変
うれしく思います。
皆さんの現在の心境はいかがでしょうか。私

は、二十歳を迎えたからと言って、完璧に大人の
ように振る舞う必要はないと思っています。適度
な責任感は持ちつつ、若い気持ちを大切に、たく
さんのことに挑戦していきたいと思います。
私の夢は、家族団らんを楽しむような、多くの

人がいつもワクワクした気持ちで集まりたくな

るような、移動式のお店を開くことです。夢をか
なえるために、大きな困難にぶつかることもある
と思います。しかし、夢をかなえるため努力する
ことに、無駄なことはないと考えます。
泉大津市で生まれ育った二十年間、今日まで

多くの人と出会い、いろいろな経験が生きる力と
なり、今の自分があると思います。この気持ちを思
いやりの心に変えて、このまちと人にお返ししてい
くとともに、一人の社会人としての自覚と責任を
持ち、自分を磨き、精進していきたいと思います。

令和5年 1月9日（祝）　二十歳のつどい

東陽中学校区・その他
午前9時30分～10時30分

第一部第一部

中
なかの

野 蘭
らん

さん出席者代表挨拶（一部抜粋要約）

B

C D E

市民レポーター　A  山本　 B  nom　 C  髙橋　D  千種　 E  小山

二十歳の門出を迎えられた皆さん、おめでとうございます。
二十歳という節目を迎えたこの日に、ご両親やご先祖の顔を思い浮

かべて、お礼を伝えてもらえると嬉しいです。
私から皆さんへ伝えたいことがあります。
はじめに、夢と志を育んでください。「夢」は自分の笑顔に返ってくる

もの、「志」は自分だけでなく周りの笑顔につながります。これから数多
くの経験を積んで、夢を追い求めて志に成長させてください。
次に、自分で情報を集めて、考えて、判断する力を身に付けてくださ

メッセージ（一部抜粋要約）
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市長と語ろう！
タウンミーティングを開催します� 問合 人権くらしの相談課

市民とともに、住みよいまちづくりを進めるため、女性の皆
さんと市長が直接意見を交換するタウンミーティングを開催
します。
普段思っていることや、こんな街になると良いななど、あなた
の意見をお聞かせください！

女性が働きやすく暮らしやすい
まちづくりについてテーマ

日時 2月18日（土）午後1時30分～午後3時
場所 テクスピア大阪
対象 女性（子どもやパートナーとの参加も可）
定員 申込先着15組
申込 �2月10日（金）までに二次元コードから申し込み。 

当日質問を希望する場合は、申込時に内容をご記入ください。 
一時保育あり：6か月～未就学児。2月10日（金）までに事前申し込み。

※�タウンミーティングは、今後もさまざまな世代に向けて実施する予定です！

申し込みは
こちらから

マイナポイント申込時に必要なもの
ご自身のマイナンバーカード
�カード取得時に設定した数字4桁の暗証
番号
�利用するキャッシュレスサービスの情報
（ID・セキュリティコード）
�公金受取口座を登録する場合は、通帳など
本人名義の口座情報がわかるもの

マイナポイントの申し込みは「2月末までにマイナンバーカードを申請した人」が対象です。

マイナポイント第2弾で申し込みができる
マイナンバーカードの申請期限を
2月末まで延長します

市役所でもマイナポイントの申し込みができます

問合

●�マイナンバーカード申請
について：市民課
●�マイナポイントについて：
政策推進課

マイナンバーカードを持っていない人は
2月末までに申請を！
マイナンバーカードの申請方法や
詳しい内容は、右の二次元コード
から確認してください。

マイナンバーカードを持っている人は
アプリで簡単申し込み
マイナポイントに関する詳しい内
容は、右の二次元コードから確認
してください。

マイナンバーカードの申請 マイナポイントの申し込み
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相談・申込方法
事業者登録したいけれどやり方がわからない、興味があるけれど踏み出せないなど、お気軽にご相談ください。 
返礼品の対象可否の相談も含め、登録受付は随時行っています。

市内事業者の皆さんへ！
販路開拓にふるさと納税を活用しませんか？� 問合 秘書広報課

ふるさと納税とは？
寄附者が応援したい自治体に寄附ができる仕組みのことです。寄附金の使い道は選ぶことができ、その地域に貢献
することができます。また、地域の特産品などお礼の品をもらえるのも魅力的です。
市は、寄附受入金額・件数ともに、ここ数年伸びており、令和3年度の寄附受入金額は約6億3,800万円、件数は約 
1万6,000件で、寄附金額は過去最高となりました。

返礼品の提供事業者を募集しています！
市では、ふるさと納税制度を活用して、寄附をいただいた人に市の特産品などを返礼品として進呈しています。
返礼品の種類や内容を充実する取り組みを通じて、特産品などのPRや販売促進、地元経済の活性化を図っており、
返礼品の提供に協力いただける事業者を随時募集しています。

市内で生産・製造・加工されているもの

市内の原材料を使用して生産されているもの

品質や数量について、安定供給が行えるもの

市内でサービス提供があるもの� など

主な返礼品の条件 〈返礼品の一例〉

チーズケーキ 自家焙煎珈琲豆

スヌード ベビースリーパー

食事券毛布

ふるさと納税返礼品を
掲載している
ポータルサイトは

こちら

事業者のメリット

全国から寄附があるので、
返礼品発送時に自社商品な
どのパンフレットを同封し
ていただくことで、自社のPR
につながります。

①�全国にお店や会社の 
PRができます！

掲載した返礼品が人気
になれば、全国への
販路拡大につな
がります。

②�販路拡大が 
期待できます！

ポータルサイトへの掲載手数料、決
済手数料、返礼品の送
料といった経費は、市
が負担するのでネット
通販を始めてみたい
方にオススメです。

③�必要な経費は 
市が負担します！
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問合 地域経済課

衣服や繊維製品にまつわる思い出、感動したことなど
をテーマとしたエッセイで「繊維のまち・泉大津」を広く
PRするために創設した「泉大津市オリアム随筆賞」の第
11回受賞作品が、全国から応募のあった281点の作品
の中から選考されました。
選考は、難波利三氏、有栖川有栖氏、玉岡かおる氏、吉

村萬壱氏の4氏により行われ、白熱した議論の結果、「オ
リアム随筆賞（最優秀賞）」を含む上位6作品と、特別賞で
ある「泉大津市長賞」を最終決定しました。受賞全作品は
市のホームページに掲載しています。
また、3月25日（土）にテクスピア大阪で受賞者の表彰
式および、選考委員をパネリストに迎えた文学フォーラム
「オリアムエッセイ教室2023」の開催を予定しています。
※詳細が決まり次第、市ホームページでお知らせします。

※ 年齢は受賞作品が発表された
令和5年1月6日時点のものです。

受賞者一覧（敬称略）
賞 賞金 作品タイトル 氏名・年齢

オリアム随筆賞
（最優秀賞） 50万円 カシミヤを羽織る乙女 渡辺 惠子（63）

優秀賞 5万円 忘れたマフラー 片岡 美登里（63）
優秀賞 5万円 義姉の塩沢紬 松田 祥子（81）
佳作 3万円 メモリアル セーター 髙尾 光秀（62）
佳作 3万円 赤いパンツと母と私 鈴木 惠子（68）
佳作 3万円 母の洋裁人生と私 楠 みや子（69）

泉大津市長賞 市特産品
2万円相当

先生が花丸をくれた
ハンカチ 大野 敦子（37）

受賞作品
掲載ページ

選考委員による選評

最優秀賞『カシミヤを羽織る乙女』は、母の
コートを形見分けにもらわず納棺し、「父に譲
る」作者の心情が細やかに描けている。「旅」に
まつわる随筆でもあるので、「旅」で締めくく
るのもいい。
優秀賞『忘れたマフラー』では、ある事実を

知って亡父の言葉の意味が一変する場面が鮮
やか。全編、無駄がない。同『義姉の塩沢紬』は、義姉の姿が浮かび上
がってくる筆致の確かさを評価して。
佳作について。『メモリアル セーター』の作者は少年の日に戻っ

ていきいきと想い出を綴ってくれた。『赤いパンツと母と私』は、母
への理解に至る過程にしみじみとなる。『母の洋裁人生と私』は、時
代色が鮮やかに表出していた。
市長賞の『先生が花丸をくれたハンカチ』は、花丸をつけてもら

えたハンカチにぴたりと焦点が合い、それが現在のみならず未来
の作者にもつながるのが素敵だ。

有栖川 有栖氏

最優秀賞『カシミヤを羽織る乙女』。長年
眠っていた父から母へのプレゼントが蘇る。
その顛末にリアル感があり引き込まれる。母
娘の温泉旅行の様子が明瞭に浮かび、「また今
度はない」と言う強い言葉が生きている。両親
を偲ぶ娘の心情が気持ち良く伝わり、明るい
読後感に満たされる。

優秀賞『忘れたマフラー』。不仲のまま逝った父への娘の後悔と、
今になって接近する心のありようが切なく、ふと落涙しそうになる。同
『義姉の塩沢紬』。義姉の人物造形が見事。方言も効果的で紬の風合
が滲み出るよう。終わりに「ぜひ着て欲しかった」と思いつつ…。
佳作『メモリアル セーター』。指先に反応する少年の微妙な感情

が巧く描かれている。同『赤いパンツと母と私』。赤いパンツの効能
は奥が深い、と思えて嬉しくなる作品。同『母の洋裁人生と私』。洋
裁一筋で時代を生き抜いた女性像が鮮やかに浮かび上がる。
泉大津市長賞『先生が花丸をくれたハンカチ』。教育はこうある

べきだと、改めて思いたくなる。

難波 利三氏

今回は比較的順調に決まったと思う。
最優秀賞『カシミヤを羽織る乙女』は終始前

向きな筆運びで描かれ、産まれて、生きて、死
んでいくことは少しも怖くないと思わせてく
れる、肯定的な力

ちからみなぎ

漲る作品だった。
優秀賞『忘れたマフラー』には、寄り添って

くれたのは父であって私ではないという点
に、作者の正直な悔いが窺

うかが

われて深みが出た。同『義姉の塩沢紬』
は、方言を通して静かに立ち上がってくる義姉の人生が印象的な
作品で、品があり、私は最高点を付けた。
佳作『メモリアル セーター』は、他の選考委員の話を聞く内に魅

力的な個性に気付いた。同『赤いパンツと母と私』は、最後の二行が
なければ更に良かったと思う。同『母の洋裁人生と私』からは、洋裁
一本で生きていくことが出来た時代の凄みが伝わってきた。
私も教師の経験があるが、泉大津市長賞『先生が花丸をくれたハ

ンカチ』を読み、改めて教師の言葉の持つ重みに深く頷かされた。

吉村 萬壱氏

身近な暮らしの中の「織り・編む」が、今年も
多数の作品になって届けられた。
最優秀賞に選ばれたのは『カシミヤを羽織る

乙女』。亡き父が買ったカシミヤのコートをめぐ
る娘と母の会話が目に浮かぶようにビビッドだ。
優秀賞の『義姉の塩沢紬』は、北国の伝統織

物である塩沢紬と義姉の人生が独特の風合い。
同じく優秀賞の『忘れたマフラー』は、生前は喧嘩してばかりだっ
た父を、青いマフラーを介して理解する娘の心理が描かれた。
佳作の『赤いパンツと母と私』は、距離のあった姑と、やっと近づ

ける契機になった赤いパンツが象徴的。『メモリアル セーター』は、
思春期の少年のほのかな思いが、題材として新鮮だった。同じく佳
作の『母の洋裁人生と私』は、洋裁という技術を武器に生き抜いた
昭和の母がリアル。
そして泉大津市在住の書き手の作品に送られる市長賞には『先生

が花丸をくれたハンカチ』。文章を書き慣れた人の作品が評価された。
他にも力作がそろい、次回の選考がまた楽しみになりそうだ。

玉岡 かおる氏
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第11回「泉大津市オリアム随
エッセイ

筆賞」が決定しました！

今
か
ら
二
十
三
年
前
、父
が
六
十
七
歳
で
他
界
し
た
。納

骨
が
終
わ
り
、実
家
で
母
と
一
緒
に
父
の
遺
品
整
理
を
し

て
い
る
と
、洋
服
箪
笥
の
中
か
ら
女
性
も
の
の
、い
か
に

も
高
価
そ
う
な
紅
色
の
コ
ー
ト
が
目
に
留
ま
っ
た
。商
品

札
が
付
い
た
ま
ま
で
一
度
も
手
が
通
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

だ
っ
た
。

「
こ
れ
、ど
し
た
ん
？　

カ
シ
ミ
ヤ
百
％
や
ん
か
。お
母

ち
ゃ
ん
、こ
ん
な
え
え
も
ん
持
っ
と
っ
た
ん
や
」

驚
き
の
声
を
上
げ
た
私
に
、母
は
照
れ
笑
い
し
た
。

「
こ
れ
は
お
母
ち
ゃ
ん
が
結
婚
し
て
か
ら
、初
め
て
お
父

ち
ゃ
ん
に
貰
っ
た
、プ
・
レ
・
ゼ
・
ン
・
ト
」

母
は
勿
体
ぶ
り
な
が
ら
、経
緯
を
語
り
始
め
た
。

母
は
昭
和
三
十
二
年
、父
の
も
と
に
嫁
い
で
き
た
。父
は

一
人
っ
子
で
、母
は
姑
と
の
同
居
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。祖

母
は
孫
娘
の
私
に
は
、と
て
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
た
が
、

母
に
対
し
て
は
人
が
変
わ
っ
た
よ
う
に
冷
た
く
厳
し
か
っ

た
。祖
母
は
、父
と
母
と
二
人
だ
け
で
の
、ほ
ん
の
数
時
間

の
外
出
で
も
機
嫌
が
悪
く
、ま
し
て
や
泊
り
が
け
の
旅
行

な
ど
、と
て
も
言
い
出
せ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
と
い
う
。祖

母
に
気
を
遣
い
な
が
ら
の
生
活
が
四
十
年
ほ
ど
続
き
、母

は
祖
母
の
最
期
を
看
取
っ
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、父
は
母
の
目
の
前
に
、百

貨
店
の
包
装
紙
に
包
ま
れ
た
大
き
な
箱
を
差
し
出
し
た
。

母
は
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
包
み
を
開
け
る
と
、深
み
の
あ

る
鮮
や
か
な
紅
色
の
コ
ー
ト
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

あ
っ
け
に
取
ら
れ
て
い
る
母
に
、父
は
、は
に
か
み
な
が
ら

言
っ
た
。

「
今
ま
で
お
袋
の
こ
と
で
お
前
に
面
倒
か
け
た
か
ら
、罪

滅
ぼ
し
や
。ま
だ
新
婚
旅
行
に
行
け
て
な
い
か
ら
、こ
れ
着

て
、近
々
有
馬
温
泉
に
で
も
行
こ
や
」

母
は
震
え
る
手
で
コ
ー
ト
を
広
げ
て
み
る
と
、Ｍ
サ
イ

ズ
だ
っ
た
。そ
の
頃
の
母
は
、百
五
十
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
身

長
で
、体
重
が
六
十
キ
ロ
近
く
あ
り
、服
は
Ｌ
サ
イ
ズ
を
着

て
い
た
。

「
行
く
ん
や
っ
た
ら
、来
年
に
し
よ
。今
は
お
義
母
さ
ん

が
亡
く
な
っ
て
間
も
な
い
し
…
…
」

母
の
返
事
に
父
は
が
っ
か
り
し
た
様
子
だ
っ
た
が
、し

ぶ
し
ぶ
納
得
し
た
よ
う
だ
っ
た
。父
が
脳
腫
瘍
で
倒
れ
た

の
は
、そ
の
半
年
後
だ
っ
た
。

母
は
仏
壇
の
父
の
位
牌
を
見
つ
め
な
が
ら
、悔
し
そ
う

に
呟
い
た
。

「
あ
〜
あ
、一
年
か
け
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た
ら
、こ
の

コ
ー
ト
が
着
れ
る
と
思
う
て
頑
張
っ
と
っ
た
の
に
、い
ざ

着
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、肝
心
の
お
父
ち
ゃ
ん
が
お
ら

ん
よ
う
に
な
っ
て
し
も
て
…
…
」

「
き
つ
く
て
身
体
が
入
ら
へ
ん
な
ん
て
お
父
ち
ゃ
ん
に

言
う
の
、私
の
プ
ラ
イ
ド
が
許
さ
へ
ん
わ
」

母
は
そ
う
言
い
な
が
ら
、あ
っ
け
ら
か
ん
と
笑
っ
た
。無

理
に
強
が
っ
て
み
せ
る
母
が
無
性
に
い
じ
ら
し
く
て
、私

は
咄
嗟
に
声
が
出
た
。

「
お
母
ち
ゃ
ん
、そ
れ
着
て
、有
馬
温
泉
に
行
こ
！　

私

が
お
父
ち
ゃ
ん
の
代
わ
り
に
な
っ
た
る
わ
」

躊
躇
す
る
母
を
強
引
に
説
得
し
、早
々
に
予
約
を
入
れ

た
。今
ま
で
一
度
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
念
願
の

母
娘
旅
行
の
実
現
だ
っ
た
。

当
日
実
家
に
迎
え
に
行
く
と
、目
一
杯
化
粧
し
た
母
が

玄
関
先
で
、あ
の
コ
ー
ト
を
着
て
、パ
ン
パ
ン
に
な
っ
た
ボ

ス
ト
ン
バ
ッ
グ
を
提
げ
て
立
っ
て
い
た
。

「
一
泊
や
の
に
、そ
ん
な
に
荷
物
、ど
う
す
ん
の
？
」

「
そ
や
か
て
生
ま
れ
て
初
め
て
の
旅
行
や
か
ら
、何
を
ど

ん
だ
け
入
れ
て
え
え
か
、わ
か
れ
へ
ん
も
ん
」

そ
の
日
の
母
は
、修
学
旅
行
出
発
前
の
中
学
生
の
よ
う

に
は
し
ゃ
い
で
い
た
。

旅
館
に
到
着
し
て
、ま
ず
温
泉
に
入
っ
た
。親
孝
行
の
真

似
事
の
つ
も
り
で
、母
の
背
中
の
後
ろ
に
回
っ
た
。私
が
小

学
生
の
時
に
足
首
を
捻
挫
し
て
、一
ヶ
月
近
く
の
間
、毎
日

母
に
お
ん
ぶ
さ
れ
て
学
校
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。そ

の
頃
の
母
の
、も
っ
と
も
っ
と
厚
み
が
あ
っ
た
背
中
を
思

い
出
し
、思
わ
ず
鼻
の
奥
が
ツ
ー
ン
と
な
っ
た
。

部
屋
で
母
娘
差
し
向
か
い
で
の
夕
食
時
に
は
、母
は
日

本
酒
が
好
き
だ
と
い
う
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
。母
は
お

ち
ょ
こ
を
口
に
運
び
な
が
ら
、酔
い
も
手
伝
っ
て
か
、だ
ん

だ
ん
饒
舌
に
な
っ
て
い
っ
た
。

本
気
で
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
、父
よ
り
自
分
の
方
が
強
い

こ
と
。父
は
ゴ
キ
ブ
リ
恐
怖
症
で
、出
没
す
る
と
父
は
悲
鳴

を
上
げ
、ゴ
キ
ブ
リ
が
自
分
の
方
に
飛
ん
で
来
る
の
を
見

た
時
に
、そ
の
場
で
失
神
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
、両
親

の
、私
が
今
ま
で
ま
っ
た
く
知
ら
な
か
っ
た
一
面
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

母
は
最
後
に
、し
み
じ
み
と
言
っ
た
。

「
人
生
に『
ま
た
今
度
』は
、な
い
ん
や
で
。先
延
ば
し
に

し
た
ら
、一
生
後
悔
す
る
で
」

そ
の
時
私
に
向
け
ら
れ
た
母
の
眼
差
し
は
、父
へ
の
万

感
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。

あ
れ
か
ら
長
い
長
い
歳
月
が
流
れ
、と
う
と
う
、母
の
命

の
灯
も
消
え
た
。私
は
、棺
の
中
で
安
ら
か
に
眠
る
母
に
紅

色
の
コ
ー
ト
を
フ
ワ
〜
ッ
と
掛
け
た
。

母
の
形
見
に
私
が
貰
っ
て
お
き
た
か
っ
た
け
れ
ど
、悩

ん
だ
挙
句
、や
っ
ぱ
り
父
に
譲
る
こ
と
に
し
た
。

お
化
粧
を
し
て
も
ら
っ
た
母
の
顔
は
ツ
ヤ
ツ
ヤ
で
ま
る

で
乙
女
の
よ
う
だ
っ
た
。母
の
門
出
を
祝
う
か
の
よ
う
に
、

カ
シ
ミ
ヤ
の
輝
き
が
一
段
と
母
の
顔
を
際
立
た
せ
て
い
た
。

天
国
の
駅
で
母
の
到
着
を
待
ち
わ
び
て
い
た
父
は
、見

覚
え
の
あ
る
コ
ー
ト
を
羽
織
る
、こ
ん
な
綺
麗
な
乙
女
を

見
て
、き
っ
と
戸
惑
っ
た
に
違
い
な
い
。

二
人
は
今
頃
、ど
こ
を
旅
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

カ
シ
ミ
ヤ
を
羽
織
る
乙
女

渡
辺
惠
子
・
徳
島
県
徳
島
市

◆最優秀賞作品
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が行われ、計画を進めてきました。  問合 指導課

深め、義務教育9年間の一貫したカリキュラムを作成し、より学びやすい環境づくりをめざしています。

（小）低学年

安心・成長・自立

た
て
わ
り
活
動
で
、他
の
学
年
と
つ
な
が
る

先
生
と
つ
な
が
る

友
だ
ち
と
つ
な
が
る

「誰とでもつながる力」の育成

「なかまづくり」を核としてつながる・自律する

「校種間のスムーズな接続」に取り組んでいます 「スタートカリキュラム」から始まり、小中一貫教育へ

●
何
事
に
も
主
体
的
に
判
断
し
、行
動
す
る

●
自
分
を
知
り
、自
分
の
価
値
観
を
も
ち
自
律
す
る

（中）後半（中）前半

班
活
動
を
ベ
ー
ス
に

自
分
た
ち
が
生
活
を
創
る

（小）高学年

ク
ラ
ブ
・
委
員
会
・
た
て
わ
り
班
な
ど

多
彩
な
活
動
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
仲
間
と
つ
な
が
る

（小）中学年

自
治
意
識
を
育
む
学
級
活
動
を
通
し
て
、

学
年
の
仲
間
と
つ
な
が
る

東陽中学校区

東陽中学校区小中一貫教育
家庭・地域・学校で就学前+9年間を

見通した子どもの育成（令和5年4月始動）

東陽中

旭小
浜小 条南小

コミュニティ・スクール
（学校と地域との連携・協働）

保育所・幼稚園・認定こども園
旭・浜・条南小学校

東陽中学校

各教科
行事

道徳・人権教育
特別活動

誰
と
で
も

誰
と
で
も
つ
な
が
り
を
も
ち

つ
な
が
り
を
も
ち
、自
ら
の
力
で
、

、自
ら
の
力
で
、

周
り
と
協
働
し
、課
題
を
解
決
し
て
い
く

周
り
と
協
働
し
、課
題
を
解
決
し
て
い
く

● リーダーシップ・フォロワー
シップが発揮できる（自立・
自律）
● 対話力・共感力が備わって
いる（コミュニケーション）
● 人と人とのつながりの中で
課題を解決する力がついて
いる（協働）（コミュニケー
ション）

「誰とでもつながる力」
の育成

中1ギャップの軽減

表現力

表現
活動

問題
発見

解決
能力

ICT
活用

対話力

共同
制作

主体性

探究
活動

調査
活動

9年間で育てる視点でカリキュラムを作ります

小
学
校
か
ら
中
学
校
ま
で
の
総
合
的
な
学
習
を

核
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

スタートカリキュラム

広報いずみおおつ　令和5年2月号 8

令和5年度より小中一貫教育が、本格スタートとなります！
小津中学校区に続き、誠風・東陽中学校区での実施に向けて、各中学校区ではさまざまな取り組み

泉大津市では、施設分離型の小中一貫教育として、中学校区での共通した目標のもと、校種を超えて共通理解を

●誠風中学校区のめざす学校像●
「ふれあい、高めあい、自分らしさが花咲く学校」
～みんなで咲KASE※よう、わたしらしさの花～

※楠小のK、穴師小のA、誠風中のS、戎小のEを示しています。

●誠風中学校区のめざすこども像●
「自律」と「尊重」と「創造」の身についたこども

誠風中学校区

令和4年度の活動テーマ「つながる」
● 児童・生徒の成長がわかるような 
つながり

● 教員どうしのつながり 
（教科、学年、分担）

小1 小2～3 小4～5 小6～中1 中2～3
芽を出す 伸びる ふくらむ 花開く 輝く

令和4年度の取り組み

  9月27日（火）　誠風中　生徒会主催
10月25日（火）　戎小　　児童会主催
11月29日（火）　楠小　　児童会主催
12月13日（火）　穴師小　児童会主催

2 誠風中学校区　合同オンライン朝礼

①5限目の授業見学
② 体育館で、合同研修会 
（教職員対象ネットリテラシー講習）

1 誠風中学校区　合同研修　9月28日（水）

広報いずみおおつ　令和5年2月号9



2学期のときめき給食を紹介� 問合 教育政策課

4月から始まった特別な給食の日
心と体がわくわくときめく献立を一部紹介

3学期も、行事食など季節を感じる
「ときめき給食」を実施します。

「地域の、産物を、地域で、消費する」地産地消は、輸送時間がかからない
ため新鮮、生産者の顔が見えることで安全安心、輸送に伴うCO₂などの排
出が少なくなるため環境にもやさしいなどのメリットがあります。「なにわ
黒牛」は大阪で一つしかない牧場で、こだわった飼料やストレスを与えな
い生活環境づくりに気を付け、手間ひまかけて育てられた黒毛和牛です。

11月10日（木）「大阪産（もん）地産地消推進月間」

ごはん・なにわ黒牛のすき焼き・大阪産じゃことピーマンの甘辛
炒め・豆腐野菜ナゲット（写真・上）

小学校

発芽玄米入りごはん・なにわ黒牛のすき焼き・じゃことピーマン
の甘辛炒め・お豆腐と野菜のナゲット（写真・下）

中学校

10月13日（木）「市制80周年記念献立」

泉州地方で「がっちょ」の名前で親しみのある「ねずみごち」が出ました。
以前は大阪湾でもよく釣れる魚でしたが、ここ数年育成場となる砂浜が減
少し漁獲量も減っているため、貴重な魚になってきています。

ごはん・秋野菜のみそ汁・いろどり焼き・がっちょの唐揚げ・おづ
みん焼きのり

小学校

9月22日（木）「お彼岸」

お彼岸は、動物性の食材などを使用しない「精進料理」がふさわしいとさ
れ、植物性の食材が基本です。そのため、たんぱく質が不足しないように高
野豆腐や大豆、大豆製品をよく使用します。

京ごもくごはん・みそけんちん汁・高野豆腐のフライ・小松菜の
おひたし・おはぎ

中学校

9月8日（木）「夏バテ予防のスタミナ料理」

豚肉には「ビタミンB1」が多く含まれ、疲労回復効果があります。さらに
「アリシン」という栄養素を含むニンニクと一緒に食べることで、疲労回復
に効果があります。

発芽玄米入りごはん・具だくさんみそ汁・トンテキ・千草和え・い
ちごヨーグルト

中学校

ときめき給食
について▶

広報いずみおおつ　令和5年2月号 10



おづみんチエブクロー

弾道ミサイル飛来に備えて� 問合 危機管理課

弾道ミサイルが飛来した場合に備え、
取るべき行動と緊急一時避難施設の確認
をお願いします。

弾道ミサイル
落下時の行動 緊急一時避難施設

地震・津波や武力攻撃などの
緊急時に全国瞬時警報システム
（J-ALERT）で情報を皆さんに確
実にお伝えできるよう、市内に設
置した防災行政無線を用いた訓
練を行います。
日時 2月15日（水）午前11時

※�防災アプリで、後から放送内容
の確認が可能です。

求む！

公益社団法人　泉大津市シルバー人材センター

0725･23・1007

会員さん&お仕事
60歳以上

の

iPhone iPhone以外

防災アプリの
ダウンロードはこちらから

2月15日（水）午前11時
「全国一斉情報伝達訓練」を実施

広報いずみおおつ　令和5年2月号11
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